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3. 世帯間で機能する保険 -日常的サポート- 
本研究では、社会ネットワークによる保険として世帯間のサポートに注目する。ここで


























4. 世帯間で機能する保険 －臨時的サポート－ 
モノの授受は不定期に行われる。これらは、贈与、売買、貸借および労働への報酬など
がある。本研究では、臨時的サポートとして贈与に注目する。季節、立地がもたらす影響
に関して、世帯 E および F の 2 つの事例研究をもとに分析を行った。 
 4 章からの主な知見は以下の 3 つである。①贈与の頻度および量は農作業の進行状況に
伴い変化する。それは、農耕が大部分の人々の主生業であるためである。従って、②贈与
の頻度および量には季節変化がある。贈与は、播種期および収穫期に多い。③立地条件に
よっても贈与の傾向は変化する。特に、乾季畑に適した土地の有無は、それによって農耕
期間に違いが出るため、贈与の傾向に強い影響がある。 
今後は、居住地の距離および血縁関係の近さとモノのやりとりの関係について分析を進
めていく。 
